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at 雲中地域福祉センター

スライムをつくって あそぼう

＊つるつる、ぬるぬる、つめたくて、気もちいい スライム。

まるめたり、こねたり、のばしたり、きったり、ふくらましたりしてあそぼう。

（材料）

＊せんたくのり（PVAとかいてあるもの。とうめい）

＊色をつけるもの：食紅、絵の具、ポスターカラーなど

＊ホウ砂（ホウサとかホウシャとよむ）粉末

＊水

（作り方）

① 色水を作る。（食紅を溶かす）

② せんたくのりを水でうすめる。（商品によって多少異なるが）

・まるめる、、、そのまま。・のばすなら、、、のり２～３：水１

・ ふくらませるなら、、、のり 1：水２．５～３

③ ホウ砂をぬるま湯で溶かし、飽和水溶液をつくる。とけのこりがあってもかまわない。

（水 100 ﾐﾘﾘｯﾄﾙにホウ砂 4㌘）

④ プラコップに①をフィルムケース 1 ぱい入れる。つぎに②を同じだけいれ、よくまぜる。さ

いごに③をまた同じだけいれながら、あわだたないようによくまぜる。わりばしに手ごたえ

が出てきたら、できあがり。あまった水はすてる。のりが残っていて、ぬるぬるするような

ら、手にとり丸めて、水であらう。排水口にながさないようにする。

のり

色水 ホウ砂すいようえき

＊ どれも同じりょうを入れる。

どうしてスライムができるの

スライムは、どろどろ、ぬるぬるしたものの総称で、上記のスライムは、１９８５年

第８回科学教育国際会議で初めて日本に紹介され、理科教材として広まった物です。

合成のりや合成洗濯のりは、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）という高分子が主成分

です。（通常、洗濯糊のりは、ＰＶＡの１０％水溶液です）

ＰＶＡは分子が直線状に結びついた高分子で、これがホウ砂に出合うことによって、

網目状の構造（これを架橋結合と言います）に変わります。この時、水分子を編み目の

中に閉じこめますので、ぶよぶよの物ができるのです。編み目の大きさが水分子の大き

さより小さいために、水は出てくることができないのです。

（HP[おもしろ実験教室]より引用）
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